
●次回の「京都府議会だより」は9月に発行します。

●常任委員会と特別委員会の紹介
●府議会の国際交流

●５月臨時会報告
●委員会名簿

●開かれた議会をめざして目
次

６
月
定
例
会
予
定

５
月
臨
時
会
報
告

可
決
し
た
議
案

平
成
29
年
５
月
16
日
か
ら
４
日
間
の
会
期

で
開
催
し
ま
し
た
。

平成２９年４月１９日から３日間の日程でカナダ・ケベック州議会訪問団
が来訪され、府議会等と交流協議を行いました。

平成２９年４月２４、２５日に府議会訪問団がロシア・レニングラード州を
訪問し、友好交流および州内施設の視察・調査を行いました。

新体制
スタート！

議会府

　このたび、副議長に就任いたしました。
その重責に身が引き締まる思いであります。
　地方創生の取り組みが進む中、地方公
共団体の果たす役割は、一層重要となって
きています。京都府の発展のため、府民の
皆さまの声をしっかりと受け止め、皆さまの
期待と信頼に応えられるよう、全力をあげて
まいります。

第７１代副議長 山口 勝

ケベック州議会との交流 レニングラード州議会との交流

●
京
都
府
議
会
会
議
規
則
一
部

改
正
の
件

●
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

例
一
部
改
正
の
件

●
財
産
取
得
の
件

●
平
成
28
年
度
京
都
府
一
般
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件

●
京
都
府
府
税
条
例
の
一
部
改
正

の
専
決
処
分
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
件

●
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
る
件

　このたび、議長に選出され、光栄に存じ
ますとともに、その重責を感じております。
　二元代表制の下、府政の意思決定と監
視機能を担う府議会の役割はますます大
きくなっており、府民の皆さまの代表とし
て、皆さまの意思を府政に反映させ、心豊
かな暮らしができる共生社会を目指して、
誠心誠意努めてまいります。

第８０代議長 村田 正治

府議会の国際交流府議会の国際交流

京
都
府
の
議
会
や
行
政
に
対
す
る
関
心
、理

解
を
深
め
る
た
め
、８
月
８
日（
火
）に
子
ど

も
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
本
会
議
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や

録
画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
議
会
の
開
催
予
定

7
月
4
日（
火
） 

閉
会

ネット中継スマホ対応 議場見学

本会議等のイン
ターネット中継が、
５月臨時会からス
マートフォン、タブ
レットからもご覧
いただけるように
なりました。

より議会を知って
いただくため、議
場見学を行ってお
りますのでぜひお
越しください。
また本会議等への
傍聴も気軽にお越
しください。

託児サービス 手話通話サービス

小さなお子さまがおられる方にも議会を傍聴し
ていただけるよう託児サービスを行っています。
※対象：生後６か月以上の未就学児
※授乳室もあります
※事前の予約が必要です

耳が不自由な方にも傍聴していただけるよう
手話通話サービスを行っています。
※事前の予約が必要です
※本会議等のテレビ中継では
　手話放送も行っています

開かれた議会をめざして
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﹇
常
任
委
員
会
﹈

５
月
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
新
体
制

常
任
委
員
会
の
紹
介

特
別
委
員
会
の
紹
介

議
案
な
ど
を
部
門
別
に
分
担

し
て
、専
門
的
な
審
査
を
行

い
ま
す
。

府
政
の
緊
急
の
課
題
や
重
要

な
課
題
な
ど
特
別
な
事
柄
に

つ
い
て
調
査・研
究
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◎
荒
巻
隆
三（
自
民
）

○
石
田
宗
久（
自
民
）

○
諸
岡
美
津（
公
明
）

　
林
田
　
洋（
自
民
）

　
近
藤
永
太
郎（
自
民
）

　
村
田
正
治（
自
民
）

本
田
太
郎（
自
民
）

加
味
根
史
朗（
共
産
）

浜
田
良
之（
共
産
）

平
井
斉
己（
民
進
）

岡
本
和
德（
民
進
）

谷
川
し
ゅ
ん
き（
維
新
）

総
務・警
察
常
任
委
員
会

◎
村
井
　
弘（
公
明
）

○
四
方
源
太
郎（
自
民
）

○
尾
形
　
賢（
自
民
）

　
植
田
喜
裕（
自
民
）

　
秋
田
公
司（
自
民
）

　
磯
野
　
勝（
自
民
）

島
田
敬
子（
共
産
）

西
脇
郁
子（
共
産
）

成
宮
真
理
子（
共
産
）

田
中
健
志（
民
進
）

北
川
剛
司（
民
進
）

府
民
生
活・厚
生
常
任
委
員
会

◎
酒
井
常
雄（
民
進
）

○
井
上
重
典（
自
民
）

○
片
山
誠
治（
自
民
）

　
田
中
英
夫（
自
民
）

　
能
勢
昌
博（
自
民
）

　
岸
本
裕
一（
自
民
）

山
内
佳
子（
共
産
）

本
庄
孝
夫（
共
産
）

堤
　
淳
太（
民
進
）

山
口
　
勝（
公
明
）

上
倉
淑
敬（
維
新
）

文
化・教
育
常
任
委
員
会

◎
兎
本
和
久（
自
民
）

○
小
巻
實
司（
自
民
）

○
松
岡
　
保（
民
進
）

　
菅
谷
寛
志（
自
民
）

　
二
之
湯
真
士（
自
民
）

　
中
川
貴
由（
自
民
）

藤
山
裕
紀
子（
自
民
）

前
窪
義
由
紀（
共
産
）

迫
　
祐
仁（
共
産
）

森
下
由
美（
共
産
）

小
原
　
舞（
民
進
）

林
　
正
樹（
公
明
）

環
境・建
設
交
通
常
任
委
員
会

農
商
工
労
働
常
任
委
員
会

◎
池
田
正
義（
自
民
）

○
前
波
健
史（
自
民
）

○
北
岡
千
は
る（
民
進
）

　
巽
　
　
昭（
自
民
）

　
渡
辺
邦
子（
自
民
）

　
園
崎
弘
道（
自
民
）

中
村
正
孝（
自
民
）

光
永
敦
彦（
共
産
）

原
田
　
完（
共
産
）

馬
場
紘
平（
共
産
）

田
中
美
貴
子（
民
進
）

小
鍛
治
義
広（
公
明
）

﹇
特
別
委
員
会
﹈

◎
藤
山
裕
紀
子（
自
民
）

○
巽
　
　
昭（
自
民
）

○
小
鍛
治
義
広（
公
明
）

　
小
巻
實
司（
自
民
）

　
片
山
誠
治（
自
民
）

　
尾
形
　
賢（
自
民
）

西
脇
郁
子（
共
産
）

浜
田
良
之（
共
産
）

森
下
由
美（
共
産
）

北
岡
千
は
る（
民
進
）

小
原
　
舞（
民
進
）

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
み
に
関
す
る

特
別
委
員
会

◎
菅
谷
寛
志（
自
民
）

○
二
之
湯
真
士（
自
民
）

○
田
中
健
志（
民
進
）

　
林
田
　
洋（
自
民
）

　
近
藤
永
太
郎（
自
民
）

　
石
田
宗
久（
自
民
）

井
上
重
典（
自
民
）

前
窪
義
由
紀（
共
産
）

原
田
　
完（
共
産
）

堤
　
淳
太（
民
進
）

林
　
正
樹（
公
明
）

谷
川
し
ゅ
ん
き（
維
新
）

京
都
府
行
政
の
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る

特
別
委
員
会

◎
能
勢
昌
博（
自
民
）

○
磯
野
　
勝（
自
民
）

○
平
井
斉
己（
民
進
）

　
田
中
英
夫（
自
民
）

　
中
川
貴
由（
自
民
）

　
池
田
正
義（
自
民
）

光
永
敦
彦（
共
産
）

島
田
敬
子（
共
産
）

馬
場
紘
平（
共
産
）

北
川
剛
司（
民
進
）

上
倉
淑
敬（
維
新
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
特
別
委
員
会

◎
岡
本
和
德（
民
進
）

○
本
田
太
郎（
自
民
）

○
岸
本
裕
一（
自
民
）

　
植
田
喜
裕（
自
民
）

　
荒
巻
隆
三（
自
民
）

　
四
方
源
太
郎（
自
民
）

山
内
佳
子（
共
産
）

迫
　
祐
仁（
共
産
）

本
庄
孝
夫（
共
産
）

松
岡
　
保（
民
進
）

諸
岡
美
津（
公
明
）

高
齢
社
会
の
安
心・安
全
対
策
特
別
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
会

◎
園
崎
弘
道（
自
民
）

○
中
村
正
孝（
自
民
）

○
田
中
美
貴
子（
民
進
）

　
前
波
健
史（
自
民
）

　
渡
辺
邦
子（
自
民
）

　
秋
田
公
司（
自
民
）

兎
本
和
久（
自
民
）

加
味
根
史
朗（
共
産
）

成
宮
真
理
子（
共
産
）

酒
井
常
雄（
民
進
）

村
井
　
弘（
公
明
）

京
都
府
議
会
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
！

５
月
臨
時
会
で
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
、

特
別
委
員
会
の
設
置
、同
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
と
は・・・・？

特
別
委
員
会
と
は・・・・？

総
務・警
察

●
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
地
域
振
興

●
留
学
生
へ
の
支
援
な
ど
、

国
際
交
流
の
推
進

●
高
齢
者
を
は
じ
め
と
し

た
交
通
事
故
防
止
の

推
進

●
警
察
署
、交
番
等
の
整

備・充
実

な
ど
を
審
議
し
ま
す

なにを？

環
境・建
設
交
通

●
温
暖
化
対
策
の
取
り

組
み
の
推
進

●
産
業
廃
棄
物
等
の
不
法

投
棄
防
止

●
治
水
対
策
の
着
実
な

推
進

●
道
路
等
社
会
基
盤
の

整
備
と
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
推
進

な
ど
を
審
議
し
ま
す

なにを？

文
化・教
育

●
伝
統
文
化
の
振
興
や
、

文
化
財
保
護
な
ど
文
化

行
政
の
推
進

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
振
興

●
子
ど
も
の
貧
困
や
学
力

向
上
対
策

●
府
立
学
校
の
施
設
整

備
な
ど
、教
育
環
境
の

向
上

な
ど
を
審
議
し
ま
す

なにを？

農
商
工
労
働

●
６
次
産
業
化
に
よ
る
所

得
向
上
な
ど
、農
林
水

産
業
の
振
興
対
策

●
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進

む
農
山
漁
村
地
域
の

活
性
化
対
策

●
中
小
企
業
の
経
営
安

定
な
ど
、中
小
企
業
支

援
の
推
進

●
伝
統
産
業
等
に
対
す
る

支
援
、観
光
振
興

な
ど
を
審
議
し
ま
す

なにを？

常任委員会はどん
なことをしている
のかなぁ？

府
民
生
活・厚
生

●
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
の

自
立
支
援

●
避
難
路
の
整
備
、訓
練
の

実
施
な
ど
原
子
力
防

災
対
策
の
充
実

●
す
べ
て
の
子
ど
も
が
夢

を
か
な
え
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向

け
た
施
策
の
推
進

●
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
支
え
合
う

共
生
社
会
の
実
現

な
ど
を
審
議
し
ま
す

なにを？

府政の課題解決に
向けて活動している
んだね！

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、本
年
３
月
に
議
長
が
特
別

委
員
会
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
政
策
調
整
会
議
に
検
討
を

要
請

検
討
結
果
を
受
け
、府
政
の
緊
急
課
題
や
、重
要
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、特
化
し
て
調
査・研
究
を
行
う
５
つ
の

テ
ー
マ
を
選
定

子
ど
も
の
健
や
か
な

育
み
に
関
す
る

●
子
ど
も
の
貧
困
対
策

●
ひ
き
こ
も
り
対
策

●
虐
待
、い
じ
め
対
策

な
ど
を
調
査
、研
究
し
ま
す

ど
ん
な
こ
と
を
？

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
促
進

●
水
素
社
会
の
実
現

な
ど
を
調
査
、研
究
し
ま
す

ど
ん
な
こ
と
を
？

高
齢
社
会
の

安
心・安
全
対
策

●
日
常
生
活
支
援
策
の
充
実

●
犯
罪
被
害
や
事
故
の
防
止

●
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
の

提
供

な
ど
を
調
査
、研
究
し
ま
す

ど
ん
な
こ
と
を
？

特別委員会はど
のように設置さ
れたのかな？

５
月
臨
時
会
の
議
決

に
よ
り
で
き
た

特
別
委
員
会
が
こ
の

つ
で
す

５

ス
ポ
ー
ツ
振
興

●
競
技
力
の
向
上

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

な
ど
を
調
査
、研
究
し
ま
す

ど
ん
な
こ
と
を
？

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

京
都
府
行
政
の
今
後
の

あ
り
方
に
関
す
る

●
府
内
広
域
交
通
網
の
現
状

と
展
望

●
情
報
通
信
技
術
の
進
展

や
危
機
管
理
の
現
状

な
ど
を
踏
ま
え
、調
査
、研
究
し
ま
す

ど
ん
な
こ
と
を
？

京
都
府
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

京 都 府 議 会 だ よ り
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●次回の「京都府議会だより」は9月に発行します。

●常任委員会と特別委員会の紹介
●府議会の国際交流

●５月臨時会報告
●委員会名簿

●開かれた議会をめざして目
次

６
月
定
例
会
予
定

５
月
臨
時
会
報
告

可
決
し
た
議
案

平
成
29
年
５
月
16
日
か
ら
４
日
間
の
会
期

で
開
催
し
ま
し
た
。

平成２９年４月１９日から３日間の日程でカナダ・ケベック州議会訪問団
が来訪され、府議会等と交流協議を行いました。

平成２９年４月２４、２５日に府議会訪問団がロシア・レニングラード州を
訪問し、友好交流および州内施設の視察・調査を行いました。

新体制
スタート！

議会府

　このたび、副議長に就任いたしました。
その重責に身が引き締まる思いであります。
　地方創生の取り組みが進む中、地方公
共団体の果たす役割は、一層重要となって
きています。京都府の発展のため、府民の
皆さまの声をしっかりと受け止め、皆さまの
期待と信頼に応えられるよう、全力をあげて
まいります。

第７１代副議長 山口 勝

ケベック州議会との交流 レニングラード州議会との交流

●
京
都
府
議
会
会
議
規
則
一
部

改
正
の
件

●
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

例
一
部
改
正
の
件

●
財
産
取
得
の
件

●
平
成
28
年
度
京
都
府
一
般
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件

●
京
都
府
府
税
条
例
の
一
部
改
正

の
専
決
処
分
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
件

●
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
る
件

　このたび、議長に選出され、光栄に存じ
ますとともに、その重責を感じております。
　二元代表制の下、府政の意思決定と監
視機能を担う府議会の役割はますます大
きくなっており、府民の皆さまの代表とし
て、皆さまの意思を府政に反映させ、心豊
かな暮らしができる共生社会を目指して、
誠心誠意努めてまいります。

第８０代議長 村田 正治

府議会の国際交流府議会の国際交流

京
都
府
の
議
会
や
行
政
に
対
す
る
関
心
、理

解
を
深
め
る
た
め
、８
月
８
日（
火
）に
子
ど

も
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
本
会
議
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や

録
画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
議
会
の
開
催
予
定

7
月
4
日（
火
） 

閉
会

ネット中継スマホ対応 議場見学

本会議等のイン
ターネット中継が、
５月臨時会からス
マートフォン、タブ
レットからもご覧
いただけるように
なりました。

より議会を知って
いただくため、議
場見学を行ってお
りますのでぜひお
越しください。
また本会議等への
傍聴も気軽にお越
しください。

託児サービス 手話通話サービス

小さなお子さまがおられる方にも議会を傍聴し
ていただけるよう託児サービスを行っています。
※対象：生後６か月以上の未就学児
※授乳室もあります
※事前の予約が必要です

耳が不自由な方にも傍聴していただけるよう
手話通話サービスを行っています。
※事前の予約が必要です
※本会議等のテレビ中継では
　手話放送も行っています

開かれた議会をめざして
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